
 

 

                                                                                                 

                                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

郡上市子育て支援センター通信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

       

ＴＥＬ（０５７５）６６－０２０９（はちまん児童館） 

時間／月～金曜日 8 時 30 分～17 時15 分 

 

郡上市子育て支援センター（はちまん児童館内） 

〒501-4221  郡上市八幡町小野 8-5-1 

郡上市子育て支援サイト「わわわ」では、毎月の通信を見ることができます。また、市内のいろいろな 

子育て情報も発信しています。 

 

子育て支援サイト URL http://gujo-kosodate.net   

 

２０２５．12 月号  N０．２０9 

私の自己肯定感 

 ２～６ヶ月の赤ちゃんと保護者の集まり“まめっこくらぶ、”の中に「褒める」という活動があり

ます。相手の事そして自分の事を褒めるのですがこの自分を褒める、ということがなかなか難しい

ようです。子どもの自己肯定感を育てることが大切、と言われますが、そのためにもまず自分の素

敵なところを見つけて「私っていいとこある」と自身の自己肯定感を高めてほしいです。誰でも人

の嫌なところや欠点は目につきやすいもの、自分に対してもできないこと、うまくいかないことに

目がいきがちですが、それでも頑張っている自分が必ず見つかります。家族のために食事を用意し

て洗濯や掃除、お子さんが赤ちゃんなら授乳におむつ替え、仕事もしてみえるかもしれません。“当

たり前”と思うかもしれませんがその当たり前のことの繰り返しが家族の毎日の生活を支えている

のです。家族のために頑張るあなたの存在があっての事、たくさん褒めてもらっていいはずなのに、

残念ながらそれに気づいて褒めてくれる人は少ないかもしれません。でも自分自身は頑張っている

ことを知っています。「私、頑張ってる」「結構やるじゃない」と声に出して自分を褒めて自分の良

さを認めてほしいです。そうして自身の自己肯定感を高めることで子どものいいところも認められ

るようになりそれが子どもの自己肯定感にも繋がっていくのだと思います。     M.T 

 

〈申し込み先〉 郡上市子育て支援センター  

郡上市子育て支援公式インスタグラム「わわわ」配信しています！  

 

 

 

 

市内の各中学校において、３年生を対象とした「あかちゃんふれあい体験」を行いました。 

たくさんのお母さんと赤ちゃんの参加協力のもと、中学生のみなさんは、赤ちゃんとのふれあいや 

お母さん方との交流をとおして、「命」の尊さや「子育て」の大切さを学ぶことが出来ました。 

お母さん・生徒さんのアンケートの一部を紹介させていただきます。 
 

 今年度のあかちゃんふれあい体験は、8 校の中学校にたくさんの親子が協力して下さいました。参加し

て下さったお母さんと赤ちゃん、また託児員等ボランティアの皆さま、本当にありがとうございました。 

 

郡上市では男女共同参画に関する取り組みとして、平成 22 年度から「ともいきフェア」を開催していま

す。今回は「個性が輝くコミュニケーション術」をテーマに、講師によるセミナーと交流会を行います。   

皆さんの参加をお待ちしております。 

 日時…１２月１０日（水曜日） 

 時間…10：00～12：00（９：３０会場・受付）   

 場所…郡上市総合文化センター ２階多目的ホール 

 講師…水野 将寛さん 

有限会社ユーティリティーズウエスト代表 

ISD 個性士理学協会支部長 

参加無料 

定員５０名 

近年はオンラインを通した交流や、遊び、学びの機会が増えました。小・中学校ではタブレッ

ト端末が整備され、デジタルメディアを活用した学習が進められています。子どもを取り巻くメ

ディアが変化しています。そして、スマートフォンやタブレット端末などデジタルメディアに小

さなお子さんが接する機会も増えています。メディアは「使い方」によって新しい可能性をもた

らしてくれます。しかし、乳幼児期にメディアと関わるには使い方を考えていきたいですね。 

 

 

・使用時間を決めましょう。（１日２時間程度） 

・子どもの部屋にメディア機器を置かず、親の

管理下で使うようにしましょう。 

・不適切なサイトに触れないようにフィルタリ

ングサービスを使いましょう。 

 

 

 

・２歳までのお子さんは、一緒に楽しんで好

奇心を育むように関わると良いでしょう。 

・タイマー音を一緒に選ぶなど、子ども自身

が決めたルールは守りやすくなります。 

 

 

・親子で体を動かしたり、外遊びをする時間

をもちましょう。 

・目を見て話しかける、遊びに誘うなどコミ

ュニケーションを増やしましょう。 

 

ご家庭に合ったルールを作り、お子さんと一緒にメディアと上手に付き合っていく 

ことが大切ですね。 

 

 

・テレビは２ｍ、タブレット・スマホ３０cm

以上離れ姿勢にも気を付けましょう。 

・３０分に１度は目を休めましょう。 

・授乳、食事中は避けましょう。 

・ヘッドホンやイヤホンを使う場合は音量が大

きくなりすぎないよう気を付けましょう。 

  

 

お申込みはこちらの QR コードから 

 

お問い合わせ 

郡上市 

市長公室企画課 

☏0575-67-1831 

 

http://gujo-kosodate.net/

